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基 本 理 念 

 

 

『快適なくらしと 

自然環境の融合都市 総社』 

 

 

 

 

総社市は、都市的な利便性を持ちながらも、豊かな山林や田園な

どの自然に恵まれています。この恵まれた環境を大切にし、人と人、

人と自然とのつながりを深め、互いに思いやりながら支え合うこと

で、快適なくらしと自然環境が調和した持続可能なまちを築いてい

きます。 

この理念の実現に向けて、市民・家庭、地域・学校、事業所、そ

して行政が一体となり、環境を守り育てる取り組みを進めていきま

す。私たちのくらし、そして未来の世代への責任。その根底にある

のは“やさしさ”の心です。やさしさを広げることが、自然へのい

たわりや地域への誇りを育み、総社市の新たな魅力を創り出します。 

市民・家庭、地域・学校、事業所、行政が力を合わせ、地域の自

然資源を大切に活かしながら、都市の利便性と自然の豊かさが調和

する、安心してくらせる笑顔あふれる環境都市の実現を目指します。 
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概念図 
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